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朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
婚
姻
の
特
免

）

一　
（

一
、
は
じ
め
に

　

一
五
四
九
年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
日
以
来
、
日

本
と
中
国
に
対
す
る
布
教
は
し
ば
ら
く
の
間
イ
エ
ズ
ス
会
の
主
導

で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
布
教
地
の
状
況
を
考
慮
し
た
布
教
方
針
の

模
索
が
続
い
た
。
そ
の
中
で
特
に
重
要
と
さ
れ
る
問
題
に
婚
姻
問

題
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
私
は
、
主
に
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
を
基
に
し

て
、
一
六
・
一
七
世
紀
に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
布
教
を
、
婚
姻

問
題
を
通
し
て
研
究
し
て
き（
た
）
1

。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
え
と
は

真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
日
本
や
中
国
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
当
時
の

宣
教
師
た
ち
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か
、

教
会
法
と
布
教
地
の
事
情
を
基
軸
に
し
て
検
討
を
行
な
っ
た
。
朝

鮮
半
島
の
婚
姻
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
本
格
的

な
布
教
活
動
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
二
世
紀
近
い
歳
月

を
経
た
後
に
な
る
た
め
、
同
時
に
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
叶
わ
な
か

っ
た
。

　

一
八
三
一
年
、
初
代
朝
鮮
代
牧
区
長
バ
ル
テ
レ
ミ
・
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
（Barthélém

y Bruguière, 

一
七
九
二
～
一
八
三
五
）

に
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
与
え
ら
れ
た
特
別
権
限
が
あ
る
。
一
七
八
四

年
に
朝
鮮
出
身
の
人
が
北
京
で
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
に
よ
り
受
洗
し

て
以
来
、
朝
鮮
教
会
は
聖
職
者
不
在
の
状
態
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。

朝
鮮
の
信
者
た
ち
の
度
重
な
る
聖
職
者
派
遣
の
要
請
か
ら
、
一
八

三
一
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
は
朝
鮮
地
域
を
北
京
教
区
か
ら
独
立
さ
せ

る
こ
と
、
そ
し
て
初
代
の
責
任
者
に
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
を
任
命
す

る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
布
教
地
の
朝
鮮
に
入
国
し

て
い
な
い
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
与
え
ら
れ
た
特
別
権
限
に
は
、
婚

姻
に
関
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
回
、
朝
鮮
の
初
代
代
牧

区
長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
対
し
て
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
与
え
ら
れ
た

一

朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
婚
姻
の
特
免

安
　
　
廷
　
苑
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特
別
権
限
の
中
か
ら
婚
姻
に
関
す
る
項
目
を
取
り
上
げ
、
朝
鮮
地

域
に
お
け
る
婚
姻
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
史
料
を
用
い
た
研
究
と
し
て
趙
顕
範
氏
の
論
文
が
あ
る
が
、

史
料
の
引
用
や
内
容
の
分
析
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
婚
姻
の
内
容

に
は
触
れ
て
い
な（
い
）
2

。

　

当
初
は
婚
姻
に
関
す
る
事
柄
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
史
料
に
は
日
付
や
形
態
な
ど
に
関
し
て
い

く
つ
か
の
疑
問
点
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
初
代
朝
鮮
代
牧
区

長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
与
え
ら
れ
た
特
別
権
限
に
つ
い
て
、
そ
の

背
景
や
史
料
に
関
す
る
疑
問
点
と
と
も
に
、
婚
姻
の
特
免
に
つ
い

て
検
討
を
行
な
い
た
い
と
思
う
。

二
、
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
に
つ
い
て

　

今
回
の
史
料
は
、
一
八
三
一
年
七
月
一
七
日
付
に
朝
鮮
代
牧
区

長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
記
載
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
一
八
三
一
年
は
、
朝
鮮
代
牧
区
が
設
定
さ
れ
た
年
で

あ
っ
た
が
、
実
は
朝
鮮
代
牧
区
が
正
式
に
設
定
さ
れ
た
の
は
同
年

の
九
月
九
日
付
で
あ
り
、
同
時
に
初
代
朝
鮮
代
牧
区
長
に
ブ
リ
ュ

ギ
エ
ー
ル
が
任
命
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
史
料
は
、
設
定
も
任

命
も
し
て
い
な
い
状
態
の
対
象
に
対
し
て
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
こ
の
点
に
疑
問
が
残
る
。
こ
の
史
料
の
内
容
を
紹

介
す
る
前
に
、
ま
ず
朝
鮮
と
い
う
布
教
地
が
設
定
さ
れ
る
ま
で
の

経
緯
と
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
登
場
ま
で
を
見
て
お
く
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
朝
鮮
代
牧
区
の
創
設
に
つ
い
て
そ
の
経
緯
を
見
て

み
た
い
。
ま
ず
一
六
世
紀
末
か
ら
話
が
始
ま
る
。
こ
の
時
期
に
イ

エ
ズ
ス
会
主
導
に
よ
る
日
本
・
中
国
布
教
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
一
六
世
紀
末
、
豊
臣

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
時
に
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
グ
レ

ゴ
リ
オ
・
デ
・
セ
ス
ペ
デ
ス
（Gregorio de Cespedes, S. J., 

一
五
五
一
頃
～
一
六
一
一
）
が
従
軍
司
祭
と
し
て
朝
鮮
に
渡
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
多
数
の
朝
鮮
出
身
者
が
捕
虜
に
な
っ
て
日
本
に

連
れ
て
こ
ら
れ
、
日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。

　

明
末
清
初
、
朝
鮮
半
島
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
播
す
る（
が
）
3

、
宣
教

師
の
布
教
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち

が
「
漢
訳
西
学
書
」
の
形
で
中
国
に
伝
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問

が
、
一
七
世
紀
半
ば
以
降
に
西
学
と
し
て
朝
鮮
に
伝
わ
り
、
そ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
朝
鮮
か
ら
北
京
に

赴
い
た
使
節
が
漢
訳
西
学
書
を
朝
鮮
に
齎
し
た
の
で
あ
る
。
中
国

の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
、
北
京
か
ら
朝
鮮
半
島
に
布
教
す
る
こ

と
を
志
向
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
具
体
的
計
画
に
発
展
す
る

二
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こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
典
礼
問
題
が
発
端

と
な
り
、
一
七
七
三
年
に
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
一
四
世
（
在
位
一
七

六
九
～
七
四
）
の
命
令
に
よ
っ
て
一
度
は
解
散
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

う
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
朝
鮮
使
節
の
一
員
で
中
国
に
赴
い
た
李
承
薫

（
一
七
五
六
～
一
八
〇
一
）
も
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
キ
リ
ス
ト
教

に
関
心
を
持
ち
、
一
七
八
四
年
二
月
、
彼
は
北
京
で
フ
ラ
ン
ス
人

イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ャ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
・
グ

ラ
モ
ン
（Jean-Baptiste-Joseph de Gram

m
ont, 

一
七
三
六

～
一
八
〇
八
、
中
国
名
：
梁
棟
材
）
よ
り
洗
礼
を
受
け
た
。
韓
国

で
は
彼
が
受
洗
し
た
最
初
の
朝
鮮
人
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
彼
の

受
洗
か
ら
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
が
始
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
多
く
の
儒
者
の
信
者
が
出
て
お
り
、
民

間
に
も
キ
リ
ス
ト
教
が
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
は

李
承
薫
に
よ
る
代
洗
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
合
法
性
へ
の

疑
念
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
の
信
者
た
ち
は
聖
職
者
派
遣
を

要
請
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
七
九
二
年
北
京
教
区
長
の
指

導
に
朝
鮮
教
会
が
委
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
北
京
司

教
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
デ
・
グ
ヴ
ェ
ア
（A

lexander de Gou-
vea, 

一
七
五
一
～
一
八
〇
八
、
中
国
名
：
湯
士
選
）
は
、
そ
の

教
区
司
祭
で
あ
っ
た
中
国
人
司
祭
の
周
文
謨
（
一
七
五
二
～
一
八

〇
一
）
を
朝
鮮
に
派
遣
し
た
が
、
朝
鮮
で
捕
ら
え
ら
れ
、
一
八
〇

一
年
に
殉
教
し
た
。
周
文
謨
の
派
遣
時
に
、
朝
鮮
に
は
す
で
に
信

者
が
約
四
千
人
も
い
た
と
言
わ
れ
て
い（
る
）
4

。

　

そ
の
後
も
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
界
は
拡
大
を
続
け
、
北
京
司
教
、

さ
ら
に
は
ロ
ー
マ
教
皇
に
ま
で
重
ね
て
聖
職
者
の
派
遣
を
要
請
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
八
二
七
年
に
布
教
聖
省
は
、
朝
鮮

布
教
を
委
任
で
き
る
修
道
会
を
探
し
始
め
た
。
ま
ず
声
が
か
か
っ

た
の
は
、
日
本
・
中
国
布
教
に
多
大
な
実
績
が
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会

で
あ
っ
た
。
同
年
九
月
二
日
、
バ
チ
カ
ン
の
布
教
聖
省
次
官
ピ
エ

ト
ロ
・
カ
プ
ラ
ー
ノ
司
教
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ル
イ
ジ
・
フ
ォ

ル
テ
ィ
ス
（Luigi Fortis, S. J., 

一
七
四
八
～
一
八
二
九
）
に

朝
鮮
へ
の
宣
教
師
派
遣
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
、

一
八
一
四
年
に
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世
（
在
位
一
八
〇
〇
～
二
三
）
に

よ
っ
て
復
興
を
許
可
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
総
長
フ
ォ
ル
テ

ィ
ス
は
、
復
興
直
後
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
は
会
員
を
海
外
宣
教
に
振

り
向
け
る
だ
け
の
余
裕
が
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
結
局
そ
の
派
遣

要
請
を
断
っ
て
し
ま（
う
）
5

。
こ
の
こ
と
が
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
イ
エ

ズ
ス
会
で
は
な
く
パ
リ
外
国
宣
教
会
が
布
教
の
担
い
手
と
な
る
結

果
に
繋
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
布
教
聖
省
は
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
朝
鮮
宣
教
の
意
向

を
打
診
し
た
。
こ
の
時
点
か
ら
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
こ
の
問
題



史
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に
関
与
し
て
く
る
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
修
道
会
で
は
な
く
教
区

司
祭
の
集
団
で
あ
り
、
一
七
世
紀
末
以
来
中
国
布
教
に
参
入
し
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
系
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
か
ら
援
助
を
受
け
る
な
ど
、

先
行
し
て
中
国
布
教
を
担
当
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
と
は
比
較
的

良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
同
会
の
神
学
校
長
シ
ャ
ル
ル
・
フ

ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ン
グ
ロ
ワ
（Charles-François Langlois, 

一

七
六
七
～
一
八
五
一
）
は
、
同
会
の
他
の
会
員
の
意
思
を
打
診
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
日
に
ち
が
必
要
だ
と
言
い
つ
つ
、
回
答

を
保
留
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
な
こ
と
に
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
出
身
で
シ
ャ
ム
教
区
に
い
た
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
、
朝
鮮
宣
教

を
志
願
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
布
教
聖
省
に
も
志
願
の
意
思
を
書

簡
で
伝
え
た
。

　

そ
の
後
、
一
八
三
一
年
二
月
二
日
、
布
教
聖
省
長
官
の
枢
機
卿

バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
カ
ッ
ペ
ラ
ー
リ
（Bar-

tolom
eo A

lberto Cappellari, 

一
七
六
五
～
一
八
四
六
）
が

ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世
（
在
位
一
八
三
一
～
四
六
）

に
就
任
し
た
。
こ
の
出
来
事
が
朝
鮮
布
教
の
流
れ
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
に
な
る
。
教
皇
は
就
任
し
た
そ
の
年
の
九
月
に
小
勅
書
を

発
給
し
、
朝
鮮
と
い
う
布
教
地
を
北
京
教
区
か
ら
独
立
さ
せ
朝
鮮

代
牧
区
を
創
設
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
を
朝
鮮
代

牧
区
長
に
任
命
す
る
こ
と
を
決
定
し（
た
）
6

。
ち
な
み
に
、
以
後
、
布

教
聖
省
は
朝
鮮
半
島
の
布
教
を
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
委
託
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
の
時
に
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
朝
鮮
布
教
を
委

ね
た
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
ブ

リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
中
国
の
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
協
力
や
支
援
を
得

ら
れ
ず
に
苦
労
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
本
部
で

は
彼
の
志
願
に
反
対
し
て
お
り
、
当
初
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
朝
鮮

宣
教
の
志
願
の
意
思
と
宣
教
会
の
意
見
に
は
、
ね
じ
れ
が
起
き
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ね
じ
れ
が
後
々
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
を

苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

初
代
朝
鮮
代
牧
区
長
バ
ル
テ
レ
ミ
・
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
つ
い

て
紹
介
し
て
お
き
た（
い
）
7

。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
、
一
七
九
二
年
二

月
一
二
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
サ
ッ
ク
で
農
夫
の
家
に
生
ま
れ
た
。

洗
礼
名
も
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
で
あ
る
。
大
神
学
校
を
卒
業
し
、
一
八

一
五
年
一
二
月
二
三
日
に
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
神

学
校
の
教
授
を
務
め
て
い
た
が
、
一
八
二
五
年
九
月
一
七
日
パ
リ

外
国
宣
教
会
に
入
会
し
、
東
洋
宣
教
師
に
志
願
し
て
シ
ャ
ム
王
国
、

つ
ま
り
現
在
の
タ
イ
に
派
遣
さ
れ
た
。
翌
一
八
二
六
年
二
月
五
日

ボ
ル
ド
ー
港
を
出
発
し
、
同
年
六
月
四
日
シ
ャ
ム
王
国
の
都
バ
ン

コ
ク
に
到
着
し
た
。
シ
ャ
ム
教
区
で
活
動
し
て
二
年
が
経
過
し
た

時
、
シ
ャ
ム
教
区
の
教
区
長
は
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
神
父
を
司
教

に
叙
す
る
目
的
で
教
皇
庁
に
請
願
書
を
送
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
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八
二
八
年
二
月
五
日
付
の
教
皇
小
勅
書
に
よ
っ
て
彼
は
カ
プ
サ
名

義
の
継
承
権
を
も
つ
補
佐
司
教
に
任
命
さ
れ
た
が
、
彼
は
こ
れ
を

固
辞
し
た
。
そ
の
頃
、
教
皇
庁
で
は
、
朝
鮮
の
信
者
た
ち
の
要
請

と
そ
の
状
況
を
考
慮
し
、
朝
鮮
布
教
地
を
代
牧
区
に
独
立
さ
せ
る

計
画
を
立
て
て
い
た
。
シ
ャ
ム
で
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
神
学
校
で

教
授
を
し
な
が
ら
布
教
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
パ
リ
外
国
宣

教
会
が
朝
鮮
の
布
教
を
打
診
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
一
八

二
九
年
朝
鮮
宣
教
を
志
願
し
た
。
そ
し
て
一
八
三
一
年
に
九
月
九

日
付
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世
が
発
布
し
た
小
勅
書
に

よ
っ
て
、
朝
鮮
が
代
牧
区
に
設
定
さ
れ
、
同
時
に
彼
自
身
が
そ
の

初
代
代
牧
区
長
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
、
翌
一
八
三
二
年
に
知
ら

さ
れ
た
。
代
牧
区
長
ま
た
は
代
牧
と
は
、
教
区
に
ま
だ
設
定
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
代
理
と
し
て
司
教
に

準
ず
る
権
限
を
持
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
役
職
で
あ
る
。
通
常
、

他
の
地
域
の
名
義
司
教
が
就
く
こ
と
が
多
い
。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル

も
朝
鮮
代
牧
区
長
に
就
く
前
に
、
一
八
二
九
年
に
カ
プ
サ
名
義
司

教
に
な
っ
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
一
八
三
二
年
一
〇
月
に

マ
カ
オ
に
到
着
し
、
ロ
ー
マ
か
ら
の
任
命
書
を
受
け
取
っ
た
。
そ

し
て
一
二
月
に
は
マ
カ
オ
か
ら
福
建
省
へ
渡
り
、
中
国
本
土
を
経

由
し
て
朝
鮮
に
向
か
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
中
国
各
地
に
お
け
る

迫
害
を
逃
れ
な
が
ら
朝
鮮
に
向
か
っ
て
中
国
大
陸
を
横
断
し
、
朝

鮮
へ
の
入
国
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
三
年
も
の
間
大
変
苦
労
し

た
も
の
の
結
局
朝
鮮
入
国
は
叶
わ
ぬ
ま
ま
、
一
八
三
五
年
一
〇
月

に
中
国
の
馬
架
子
で
病
に
よ
り
急
逝
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
活
動
の
概
略
で
あ
る
。
一
八
三
一

年
九
月
九
日
付
で
朝
鮮
代
牧
区
が
設
定
さ
れ
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル

に
初
代
朝
鮮
代
牧
区
長
の
職
が
任
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
七

月
一
七
日
に
教
皇
謁
見
に
お
い
て
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世

は
布
教
聖
省
次
官
カ
ス
ト
ル
ッ
チ
オ
・
カ
ス
ト
ラ
カ
ー
ネ

（Castruccio Castracane, 

一
七
七
九
～
一
八
五
二
）
の
報
告

を
受
け
、
カ
プ
サ
の
名
義
司
教
で
も
あ
る
朝
鮮
代
牧
区
長
ブ
リ
ュ

ギ
エ
ー
ル
に
特
別
権
限
を
与
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

不
自
然
な
こ
と
に
、
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の

朝
鮮
代
牧
区
長
任
命
の
小
勅
書
の
方
が
、
特
別
権
限
の
授
与
の
日

付
よ
り
後
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
特
別
権
限
に
は
、
婚

姻
に
関
す
る
項
目
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

三
、
史
料
に
関
す
る
疑
問
点

　

一
八
三
一
年
七
月
一
七
日
付
に
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
グ
リ
ウ
ス
一

六
世
は
、
初
代
朝
鮮
代
牧
区
長
ル
バ
ル
テ
レ
ミ
・
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー

ル
に
特
別
権
限
を
授
与
し
た
。
こ
の
史
料
は
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル

の
所
属
し
て
い
た
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
本
部
に
伝
存
し
て
い（
る
）
8

。
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特
別
権
限
（facultas

）
と
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
よ
り
布
教
地
の
司

教
ま
た
は
教
区
長
に
与
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
教
会
の
委

任
権
限
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
特
免
を
与
え
る

こ
と
な
ど
が
含
ま
れ（
る
）
9

。
特
免
（
免
除
、dispensatio

）
と
は
、

特
定
の
場
合
に
お
い
て
、
教
会
で
制
定
し
た
法
規
の
適
用
か
ら
一

時
的
に
除
外
、
拘
束
力
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す（
る
）
10

。

　

し
か
し
、
こ
の
史
料
そ
の
も
の
に
関
す
る
疑
問
点
が
い
く
つ
か

存
在
す
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
疑
問
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

第
一
に
、
こ
の
特
別
権
限
が
与
え
ら
れ
た
日
付
に
関
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
標
題
に
「
一
八
三
一
年
七
月
一
七

日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
先
述
し
た
通
り
、
朝
鮮
代
牧
区
の
設
立

は
一
八
三
一
年
九
月
九
日
付
の
小
勅
書
で
決
ま
っ
て
お
り
、
同
日

付
で
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
任
命
書
も
発
布
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

代
牧
区
の
設
立
と
初
代
責
任
者
の
任
命
が
決
定
す
る
二
か
月
ほ
ど

前
に
、
朝
鮮
代
牧
区
長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
対
し
て
特
別
権
限
が

付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
た
日
付
を
考

え
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
代
牧
区
は
ま
だ
設
定
す
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
と
い
う
代
牧
区
長
も
任
命
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
、
存
在
し
な
い
代
牧
区
と
代
牧
区
長
に
対
し
て
特
別
権
限
を

ロ
ー
マ
教
皇
が
発
布
し
た
こ
と
に
な（
る
）
11

。
正
式
に
小
勅
書
が
発
布

さ
れ
る
二
か
月
前
に
で
は
あ
る
が
、
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
ブ
リ

ュ
ギ
エ
ー
ル
の
任
命
が
内
々
に
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
と
解
釈
す

る
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
も
そ
も
設
定
も
任
命
も
で

き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
特
別
権
限
の
付
与
か
ら
先
に
発

布
す
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
は
、
一
八
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
に
パ
リ
外
国
宣
教
会
マ

カ
オ
代
表
部
に
お
い
て
小
勅
書
と
上
記
の
特
別
権
限
の
文
書
を
受

け
取
っ
た
こ
と
を
、
同
年
一
一
月
九
日
付
の
書
簡
で
報
告
し
て

い（
る
）
12

。
朝
鮮
代
牧
区
設
定
や
代
牧
区
長
任
命
の
小
勅
書
が
、
特
別

権
限
の
文
書
の
日
付
よ
り
後
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ブ

リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
自
身
も
不
思
議
に
思
っ
た
よ
う
で
、
同
書
簡
の
文

末
に
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い（
る
）
13

。

　

第
二
に
、
標
題
以
外
に
、
本
文
の
特
別
権
限
の
項
目
中
に
「
朝

鮮
」
ま
た
は
「
朝
鮮
人
」
と
い
う
言
葉
は
一
切
な
い
の
に
対
し
て
、

「
安
南
人
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

文
面
に
は
、
別
の
布
教
地
の
例
が
参
考
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
第
一
〇
条
に
「
安
南
人
司
祭
た
ち（
に
）
14

」
と
い
う
不
自
然
な

表
現
が
あ
り
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
も
そ
れ
を
不
思
議
に
思
っ
た
の

か
、
書
記
の
書
き
間
違
い
で
は
な
い
か
と
書
簡
に
認
め
て
い（
る
）
15

。

し
か
し
、
教
皇
か
ら
の
重
要
な
文
書
に
書
記
の
書
き
間
違
い
な
ど

通
常
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
当
に
単
な
る

書
記
の
書
き
間
違
い
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
朝
鮮
に
関
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し
て
特
別
権
限
を
与
え
る
際
に
も
、
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
考

え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

第
三
に
、
こ
の
史
料
の
形
態
で
あ
る
。
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
伝

存
す
る
史
料
は
ラ
テ
ン
語
の
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
史
料
の
最
後

に
「
一
八
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
に
受
け
取
っ（
た
）
16

」
と
い
う
本
文

と
は
異
な
る
イ
ン
ク
と
筆
跡
の
、
メ
モ
書
き
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス

語
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
項
目
は
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
本
人
が
書
い

た
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
署
名
は

な
い
。
し
か
も
そ
の
後
に
同
じ
と
見
ら
れ
る
筆
跡
で
さ
ら
な
る
ラ

テ
ン
語
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
は
期
限
の
数
え
方
や

延
長
な
ど
の
事
務
的
内
容
で
、
特
別
権
限
を
付
与
さ
れ
た
側
、
つ

ま
り
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
記
載
す
る
内
容
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
に
は
畳
み
込
ん
だ
痕
跡
お
よ
び
蝋
印

が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
は
表
題
の
メ
モ
書
き
が
あ（
る
）
17

。
送
付
さ
れ

た
形
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
の
史
料
が
原
本
か
写
本
か
と
い

う
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
果
た
し
て
当
初
か
ら
こ
れ
が
朝
鮮
に

向
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
も
疑
問

が
残
る
。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
朝
鮮
代
牧
区
長
任
命
は
九
月
九
日

で
あ
る
の
で
、
彼
の
名
前
が
本
文
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

九
月
九
日
以
降
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
表
題
の
部
分
だ
け
が
後
か
ら
書
き
加
え
ら

れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
史
料
は
原
本
で
は
あ
り
得
な
い
。

し
か
も
、
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
受
け
た
大
切
な
文
書
の
原
本
に
「
受

け
取
っ
た
」
と
い
う
書
き
込
み
を
入
れ
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ

な
い
。
不
自
然
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と

ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
任
命
が
一
八
三
一
年
九
月
九
日
に
あ
り
、
そ

の
後
、
こ
の
史
料
の
特
別
権
限
は
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
史
料
に
記
載
の
あ
る
一
八
三
一
年
七

月
一
七
日
に
は
、
イ
ン
ド
の
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
に
向
け
て
特
別
権
限

が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き（
る
）
18

。
イ
ン
ド
や
ア
ジ
ア
の
広
い

範
囲
の
地
域
を
対
象
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同

日
の
教
皇
謁
見
時
に
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
の
案
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
確
認
で
き（
る
）
19

。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
任
命
小
勅
書
に
は
、

「
中
国
地
方
お
よ
び
中
国
に
隣
接
し
た
地
域
に
慣
例
的
に
付
与
さ

れ
る
す
べ
て
の
特
別
権
限
を
与
え（
る
）
20

」
と
い
う
記
載
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
か
月
前
に
ア
ジ
ア
地
域
に
向
け
て
発

布
さ
れ
た
特
別
権
限
が
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
朝
鮮
代
牧
区
の
責

任
者
で
あ
る
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
も
付
与
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
の

判
断
に
よ
っ
て
、
追
認
の
形
で
こ
の
文
書
が
添
付
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
任
命
に
関
す
る
小
勅
書

七
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と
と
も
に
こ
の
特
別
権
限
も
一
緒
に
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
、
ブ
リ
ュ

ギ
エ
ー
ル
は
一
八
三
二
年
一
〇
月
二
一
日
に
マ
カ
オ
で
そ
れ
を
受

け
取
っ
て
確
認
し
た
。

　

ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
一
八
三
二
年
一
二
月
一
七
日
に
マ
カ
オ
を

出
発
し
、
中
国
大
陸
を
経
由
し
て
朝
鮮
に
向
か
っ
た
。
そ
の
際
に

自
身
の
任
命
書
や
特
別
権
限
に
関
す
る
文
書
を
持
参
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
、
以
下
の
書
簡
で
確
認
で
き
る
。
彼
は
、
特
別
権
限

の
写
し
で
あ
る
メ
モ
の
み
を
持
参
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
正
確
な

文
書
の
内
容
を
書
い
て
送
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
文
書
の
原
本

を
マ
カ
オ
に
残
し
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
自
身
は
写
し
を
持
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
が
写
し
で
あ
る
こ
と
の
正
式
な
証
明
が
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
後
何
度
も
マ
カ
オ
に
書
簡
を
出
し
て
、
自
身

に
朝
鮮
地
域
を
任
せ
た
と
い
う
小
勅
書
と
特
別
権
限
に
関
す
る
書

類
を
送
っ
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
い（
る
）
21

。

「
一
八
三
一
年
七
月
一
七
日
付
教
皇
聖
下
の
謁
見
時
に
」
で

始
ま
る
第
三
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
私
に
書
い
て
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
第
三
条
は
、「
前
述
し
た
代
牧
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
と
婚
姻
し
た
人
々
」
で
始
ま
り
ま
す
。
私
が
今
持
参
し
て

い
る
写
本
に
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
、
私
が
認
識
す
べ
き

単
語
が
抜
け
て
い
ま
す
。
私
が
神
父
様
に
残
し
て
き
た
書
類

の
中
か
ら
、
こ
の
文
書
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま（
す
）
22

。

　

な
ぜ
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
の
大
切
な
文
書
を
持
参
せ
ず
に
マ
カ
オ

か
ら
出
発
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
の
殉
教
ま
た
は
途
中
で

の
紛
失
、
身
に
危
険
が
及
ぶ
状
況
へ
の
対
策
と
も
思
わ
れ
る
が
、

別
の
重
要
な
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
八
三
二
年
一
二

月
、
朝
鮮
へ
出
発
す
る
直
前
に
マ
カ
オ
に
書
き
残
し
た
と
思
わ
れ

る
書
簡
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

将
来
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
る
宣
教
師
た
ち
が
、
私
が
持
っ
て
い

る
、
布
教
聖
省
が
私
に
送
付
し
た
文
書
に
あ
る
、
私
の
特
別

権
限
を
読
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
彼
ら
は
堅
信
を
除
い

て
は
、
私
が
保
証
す
る
通
り
、
そ
れ
ら
を
行
使
す
る
こ
と
に

な
り
ま（
す
）
23

。

　

上
記
の
内
容
か
ら
は
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
対
す
る
小
勅
書
や

特
別
権
限
は
、
彼
自
身
が
意
図
的
に
原
文
を
持
参
せ
ず
、
少
な
く

と
も
マ
カ
オ
に
残
し
て
お
い
た
状
況
が
窺
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

彼
自
身
が
途
中
紛
失
す
る
状
況
へ
の
懸
念
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
後
か
ら
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
る
宣
教
師
た
ち

へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
将
来
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
る

八
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宣
教
師
た
ち
に
特
別
権
限
の
内
容
を
認
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た

こ
と
が
大
き
な
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
彼
自
身
が
殉
教
し
た

状
態
で
も
、
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
た
彼
の
後
継
者
に
は
そ
の
権
限
が

委
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
朝
鮮
に
向
か
う
途
中
、
実
際
中

国
で
三
年
間
大
変
苦
労
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
パ
リ
外
国
宣

教
会
本
部
の
反
対
の
中
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
宣
教
師
た
ち
の
妨

害
な
ど
に
も
遭
い
、
孤
立
し
た
状
態
で
彼
自
身
の
立
場
が
疑
わ
れ

る
状
況
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
教
会
の
証
明
の
あ
る
正
式

な
写
し
を
送
る
よ
う
再
三
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

代
牧
区
の
設
定
す
ら
し
て
お
ら
ず
、
代
牧
区
長
に
任
命
も
し
て

い
な
い
相
手
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
が
二
か
月
も
前
に
特
別
権

限
か
ら
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
通
常
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ

も
史
料
の
冒
頭
に
あ
る
、
代
牧
区
と
代
牧
区
長
が
存
在
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
史
料
は
、
ア
ジ
ア
地
域
、
す
な
わ
ち

安
南
を
含
む
地
域
を
対
象
に
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
以
前
に
与
え
ら

れ
た
も
の
を
、
朝
鮮
と
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
宛
に
追
認
し
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
文
末
の
布
教
聖
省
次
官
カ
ス

ト
ル
ッ
チ
オ
・
カ
ス
ト
ラ
カ
ー
ネ
の
署
名
ら
し
き
も
の
が
見
え
る

こ
と
に
疑
問
が
残
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
次
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
九
月
九
日
の
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
朝
鮮
代

牧
の
任
命
以
降
に
、
布
教
聖
省
次
官
が
朝
鮮
に
対
し
て
追
認
の
形

で
署
名
し
て
発
布
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
が
七
月
一

七
日
発
布
の
文
書
の
対
象
に
含
ま
れ
、
朝
鮮
代
牧
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー

ル
に
そ
の
権
限
が
あ
る
こ
と
を
、
彼
の
任
命
以
後
に
布
教
聖
省
次

官
が
承
認
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
文
書
は
原
本
と

言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
作
成
日
は
九
月
九
日
の
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー

ル
の
任
命
以
降
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
朝
鮮
代
牧
区
が
設
定
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
布
教
聖
省
次
官
が
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
代

牧
に
任
命
さ
れ
る
以
前
に
発
布
さ
れ
た
特
別
権
限
を
、
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
が
行
使
で
き
る
こ
と
を
明
言
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
と
、
こ
の
文
書
に
布
教
聖
省
次
官
カ
ス
ト
ラ
カ
ー
ネ
の
署
名

が
あ
る
こ
と
が
納
得
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
文
書
が
マ
カ
オ

に
送
ら
れ
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
確
認
し
た
後
に
パ
リ
外
国
宣
教

会
の
本
部
に
送
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
文
書
が
パ
リ
に
送
ら
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
は
マ
カ
オ
の
布
教
聖
省
関
係
者
の
署
名
入
り
の
形
式
の
整

っ
た
写
本
を
持
参
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
中
国
入
国
後
に
気
づ

き
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
再
三
に
わ
た
っ

て
依
頼
し
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
の
史
料
は
写
し
で
は
あ
る
が
原

本
で
も
あ
る
と
い
う
、
い
さ
さ
か
奇
妙
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思

九
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わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
次

の
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
七
月
一
七
日
の
教
皇
謁
見
で
は
、
最
初

の
案
件
は
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
の
副
代
牧
区
長
の
任
命
と
特
別
権
限
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
次
の
案
件
と
し
て
、
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
ブ

リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
任
命
そ
し
て
特
別
権
限
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き（
る
）
24

。
こ
の
時
に
朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー

ル
の
任
命
が
既
定
路
線
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
日
に
朝
鮮
代
牧
区
長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
対
す
る
特
別
権
限

の
文
書
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
二
か
月
後
の
九
月

九
日
に
ロ
ー
マ
教
皇
の
小
勅
書
に
よ
っ
て
正
式
に
朝
鮮
代
牧
区
が

設
定
さ
れ
、
初
代
代
牧
区
長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
任
命
書
が
発
布

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
七
月
一
七
日
に
遡
っ
て
、
そ
の
時
点
で
議
論

さ
れ
て
い
た
代
牧
区
長
の
特
別
権
限
を
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
付
与

す
る
文
書
が
九
月
九
日
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
第
一
の
案
件
で
あ
っ
た
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
と
同
じ
権
限
を

朝
鮮
に
与
え
る
旨
の
文
書
が
写
し
で
作
成
さ
れ
、
そ
こ
に
「
安
南

人
」
と
い
う
表
現
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

四
、
婚
姻
の
条
項
に
関
す
る
分
析

　

ま
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
婚
姻
に
つ
い
て
説
明
し
て

お
き
た
い
。

　

婚
姻
は
、
す
べ
て
の
社
会
構
成
に
お
い
て
、
根
本
的
役
割
を
果

た
す
。
婚
姻
は
男
女
間
の
合
法
的
結
合
と
非
合
法
的
結
合
と
を
区

別
し
て
、
合
法
的
結
合
か
ら
生
ま
れ
た
子
孫
に
は
相
続
者
と
し
て

の
位
置
を
付
与
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
婚
姻
の
基
本
的
特

性
と
し
て
、
単
一
性
と
不
解
消
性
を
原
則
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

婚
姻
は
教
会
の
七
つ
の
秘
蹟
の
一
つ
で
あ
り
、
同
時
に
信
者
の
実

生
活
に
密
接
に
関
わ
る
性
質
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
は
信
者
間
に
お
け
る
婚
姻
挙
式
の
執
行
時
に
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
性
道
徳
と
も
関
連
し
て
、
未
信
者
が
受
洗
す
る
際
に
必
ず

確
認
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
っ（
た
）
25

。
そ
の
た
め
、
キ
リ
ス

ト
教
布
教
の
際
に
婚
姻
に
関
す
る
事
柄
を
ど
の
よ
う
に
教
え
、
処

理
す
る
か
は
、
大
変
重
要
な
案
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
婚
姻
は
秘
蹟
で
あ
る
と
同
時
に
契
約
で
も

あ
る
と
し
て
、
異
教
徒
の
婚
姻
も
有
効
と
定
め
て
い
た
。
未
信
者

間
の
婚
姻
で
も
自
然
法
に
反
し
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
婚
姻

の
秘
蹟
と
し
て
は
承
認
さ
れ
な
い
が
実
質
上
の
婚
姻
と
し
て
は
認

め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
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カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、
教
会
の
規
定
に
反
す
れ
ば
婚
姻
の
成

立
が
妨
げ
ら
れ
る
婚
姻
障
害
が
存
在
す
る
。
婚
姻
障
害
と
は
、
神

法
ま
た
は
自
然
法
に
基
づ
き
、
あ
る
い
は
教
会
の
積
極
的
意
表
に

よ
っ
て
一
定
の
人
に
婚
姻
を
禁
ず
る
一
定
の
事
情
を
指
す
。
婚
姻

障
害
に
は
、
自
然
法
に
基
づ
く
障
害
（
例
え
ば
交
接
不
能
や
前
婚

の
絆
が
あ
る
場
合
）
と
教
会
法
に
よ
る
障
害
（
例
え
ば
血
族
関
係

の
場
合
）、
絶
対
的
障
害
（
完
全
な
交
接
不
能
の
よ
う
に
何
人
と

の
婚
姻
も
禁
じ
ら
れ
た
場
合
）
と
相
対
的
障
害
（
異
宗
婚
、
近
親

婚
な
ど
一
定
の
人
と
の
婚
姻
を
禁
じ
ら
れ
る
場
合
）、
無
効
障
害

（
婚
姻
を
無
効
と
す
る
障
害
）
と
禁
止
障
害
（
婚
姻
を
結
ぶ
こ
と

を
妨
げ
る
が
、
無
効
に
は
し
な
い
障
害
）
な
ど
が
あ
る
。
婚
姻
障

害
の
中
で
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
婚
姻
適
齢
、
近
親
婚
の
禁
止
、

異
宗
婚
姻
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き（
る
）
26

。
も
ち
ろ
ん
、
婚
姻
の

単
一
性
と
不
解
消
性
が
基
本
原
則
で
あ
る
た
め
、
重
婚
や
離
婚
は

厳
し
く
禁
止
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
航
海
時
代
に
新
し
い
布
教
地
に
進
出
し
た
カ
ト

リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
は
、
布
教
す
る
先
々
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

教
え
と
は
異
な
る
社
会
状
況
に
直
面
し
た
。
東
ア
ジ
ア
に
到
来
し

た
宣
教
師
た
ち
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
婚
姻
観
と
は
真
っ
向
か

ら
対
立
す
る
事
態
に
対
し
て
、
そ
の
解
決
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

一
六
・
一
七
世
紀
に
日
本
お
よ
び
中
国
布
教
に
携
わ
っ
て
い
た
イ

エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
、
教
会
法
と
日
本
や
中
国
社
会
と
の
間
で
解

決
策
を
模
索
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
例
え
ば
、
中
国
で
は
社
会
的

に
離
婚
が
容
易
で
あ
り
、
蓄
妾
制
度
が
合
法
的
に
存
在
し
て
い
た
。

日
本
で
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
離
婚
は
布
教
の
最
大
の
障
害
と
し
て

宣
教
師
た
ち
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
婚
姻
は
、
彼
ら
が
布
教
に

関
す
る
問
題
を
議
論
す
る
際
に
、
し
ば
し
ば
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら

れ
る
ほ
ど
重
要
な
主
題
で
あ
っ
た
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
布
教
は
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
る
日
本

布
教
か
ら
中
国
へ
と
展
開
さ
れ
る
が
、
彼
ら
は
布
教
初
期
の
一
五

六
〇
年
代
か
ら
婚
姻
問
題
の
解
決
策
を
め
ぐ
っ
て
、
議
論
や
諮
問

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
同
時
期
の
一
五
六
三
年
ト
リ
エ
ン
ト
公
会

議
第
二
四
総
会
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
最
高
権
威
者
が
提
示
し

た
婚
姻
に
関
す
る
教
理
が
再
確
立
さ
れ
た
が
、
布
教
を
担
当
し
た

宣
教
師
た
ち
は
、
そ
の
原
則
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
様
々
な
事

例
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
日
本
布
教
に
お

い
て
は
一
五
九
二
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
ド
巡
察
師
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
（A

lessandro V
alignano, S. J., 

一
五
三
九
～
一
六
〇
六
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
学
的
権
威
者
た
ち

に
こ
の
問
題
を
諮
問
し
て
お
り
、
史
料
的
に
確
認
さ
れ
る
も
の
と

し
て
は
、
一
五
九
五
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
カ
ラ
大
学
教
授
で
神

学
者
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ス
ケ
ス
（Gabriel V

ásquez, S. J., 

一
一
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一
五
四
九
～
一
六
〇
四
）
が
基
本
的
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
思
惑

通
り
の
解
答
を
提
示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
彼
ら
は
最
終
的
に
は

ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
る
特
免
の
発
布
を
も
っ
て
、
婚
姻
問
題
が
解
決

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
が
婚
姻
問

題
で
深
く
悩
み
、
幾
度
と
な
く
特
免
を
要
請
し
た
努
力
は
そ
の
後

も
続
き
、
日
本
布
教
で
示
さ
れ
た
彼
ら
の
基
本
方
針
は
そ
の
後
の

中
国
布
教
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
、
こ
の
地
域
の
布
教
を
主
導
し

て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
内
部
で
は
、
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
ま
で
繋
が
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
解
決
策
の
模
索
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
内
外
か
ら
度
々
非
難

さ
れ
る
ほ
ど
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
で
は
革
新
的
と
も
言

え
る
も
の
で
あ
っ（
た
）
27

。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
朝
鮮
地
域
に
お
け
る
婚
姻
の
内
容
は
、
そ

れ
か
ら
二
世
紀
以
上
の
時
間
が
経
過
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
。
ト

リ
エ
ン
ト
公
会
議
で
定
め
ら
れ
た
法
規
や
教
令
が
、
一
五
八
二
年

に
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
に
よ
っ
て
『
教
会
法
大

典
』（Corpus Iuris Canonici

）
に
纏
め
ら
れ
、
そ
こ
に
掲
載

さ
れ
た
婚
姻
の
内
容
は
遵
守
す
べ
き
も
の
と
し
て
存
在
し
た
。
し

か
し
、
地
理
上
の
発
見
に
よ
っ
て
世
界
各
地
の
布
教
地
で
宣
教
師

た
ち
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
会
法
の
適
用
が
難
し
く
な
る
。

そ
こ
で
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
フ
ァ
ク
ル
タ
ス
と
い
う
特
別
権
限
を
与

え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
一
六
二
二
年
に
は
布
教
聖
省
が
設
置

さ
れ
、
海
外
布
教
に
積
極
的
に
介
入
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
そ

の
間
、
一
七
七
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
は
解
散
さ
せ
ら
れ
、
一
八
一

四
年
に
復
興
す
る
も
、
東
ア
ジ
ア
の
布
教
、
と
り
わ
け
朝
鮮
布
教

は
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

海
外
布
教
を
取
り
巻
く
状
況
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
婚
姻

障
害
に
対
し
て
特
免
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
ロ
ー
マ
教

皇
の
み
で
あ
る
。
教
皇
は
布
教
聖
省
を
通
じ
て
こ
の
権
限
を
布
教

地
に
お
い
て
は
司
教
に
委
ね
て
お
り
、
通
常
は
司
教
が
婚
姻
障
害

に
対
し
て
特
免
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ（
る
）
28

。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
一
八
三
一
年
七
月
一
七
日
付
、

ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世
が
朝
鮮
代
牧
区
長
で
あ
る
ブ

リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
司
教
に
与
え
た
と
記
載
さ
れ
た
特
別
権
限
で
あ（
る
）
29

。

全
一
六
か
条
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
婚
姻
に
関
連

す
る
項
目
を
取
り
上
げ
る
。
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
一
六
か
条
の
う

ち
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
六
か
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料

の
中
の
最
多
の
条
項
を
占
め
る
。
信
者
の
生
活
に
直
接
結
び
つ
く

婚
姻
に
関
す
る
特
免
が
布
教
に
際
し
て
必
要
で
あ
る
と
、
ロ
ー
マ

教
会
で
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
下
、
そ
の
中
の
婚
姻
に
関
す
る
部
分
を
訳
出
し
て
引
用
す
る
。

最
初
に
、
標
題
と
し
て
次
の
記
載
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

一
二
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一
八
三
一
年
七
月
一
七
日
教
皇
聖
下
の
謁
見
時
に

神
の
摂
理
で
教
皇
に
な
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
六
世
は
、

〔
こ
の
文
書
に
〕
署
名
し
て
い
る
布
教
聖
省
次
官
で
あ
る
私

を
通
し
て
、
カ
プ
サ
の
司
教
で
あ
り
朝
鮮
王
国
の
代
牧
区
長

で
あ
る
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
、
下
記
の
よ

う
な
特
別
権
限
を
厚
意
を
も
っ
て
お
与
え
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、

　

前
置
き
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
が
、
以
下
に
続
く
本
文
と
同
じ

筆
跡
で
あ
る
の
で
、
同
一
人
物
が
書
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
文
末
の
署
名
は
布
教
聖
省
次
官
カ
ス
ト
ル
ッ
チ
オ
・
カ
ス
ト

ラ
カ
ー
ネ
と
見
え
る
。

　

次
に
、
特
別
権
限
の
内
容
が
続
く
。
第
一
条
は
ラ
テ
ン
語
の
文

法
を
理
解
で
き
な
い
叙
階
候
補
者
を
叙
階
で
き
る
七
年
期
限
付
の

特
別
権
限
で
あ
り
、
所
属
の
信
者
を
聖
職
者
に
す
る
内
容
で
あ
る

が
、
婚
姻
と
は
無
関
係
な
の
で
本
稿
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

婚
姻
に
関
す
る
記
述
は
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
あ
り
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

二
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
よ
り
未
信
者
が
多
い
と
こ
ろ
で
挙
行

さ
れ
る
異
宗
婚
姻
に
対
し
て
、
結
婚
後
（
創
造
主
が
侮
辱

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
限
り
は
）
自
由
か
つ
合
法
的
に
結
婚

生
活
を
維
持
し
、
そ
の
結
婚
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
を
合
法

的
子
供
と
宣
言
す
る
よ
う
、
特
免
さ
れ
る
べ
き
重
大
な
理

由
が
あ
る
個
別
の
事
例
ご
と
に
、
一
五
年
期
限
付
で
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
を
免
除
す
る
。

三
、
上
述
の
代
牧
区
に
お
い
て
、
一
親
等
の
直
系
姻
族
と
の

婚
姻
に
対
し
て
、
こ
の
恩
恵
の
知
ら
せ
を
受
け
た
日
ま
で

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
免
除
す
る
。
た
だ
し
、
非
合
法
的
結

合
で
あ
り
、
配
偶
者
が
一
方
か
ら
く
る
血
筋
の
子
供
で
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
傍
系

に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
合
は
合
法
で
あ
る
。

四
、
二
親
等
お
よ
び
一
親
等
の
傍
系
血
族
ま
た
は
姻
族
と
の

婚
姻
障
害
に
対
し
て
、
極
め
て
重
大
な
理
由
が
あ
る
二
〇

件
に
限
り
、
一
五
年
期
限
付
で
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
免
除

す
る
。

五
、
二
親
等
の
血
族
ま
た
は
姻
族
と
の
婚
姻
障
害
に
対
し
て
、

す
で
に
結
婚
し
た
か
結
婚
す
る
予
定
の
相
手
が
一
親
等
の

血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た
る
可
能
性
が
決
し
て
な
い
限
り

は
、
免
除
す
る
必
要
が
あ
る
三
〇
件
に
限
り
、
一
五
年
期

限
付
で
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
免
除
す
る
。

六
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
未
信
者
と
、
結
婚
宣
言
や
正
式
手

一
三
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続
き
な
く
教
会
外
で
私
的
に
祝
福
な
し
で
合
法
的
に
結
婚

で
き
る
よ
う
、
一
五
年
期
限
付
で
一
〇
件
に
限
り
許
す
。

た
だ
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
が
信
仰
に
背
く
危
険
性
が
な
い

限
り
、
か
つ
そ
の
婚
姻
が
善
き
信
仰
に
寄
与
す
る
と
賢
明

に
判
断
で
き
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
非

カ
ト
リ
ッ
ク
側
が
将
来
の
男
女
の
子
供
が
聖
な
る
洗
礼
を

受
け
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
を
宣
言
し
、
教
会
の
戒
律
と
規

律
を
守
る
よ
う
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
、
如
何
な
る
妨
げ

も
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
、
加
え
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
は

非
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
改
宗
の
た
め
に
可
能
な
限
り
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
男
女
の
子
供
を
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に

よ
っ
て
教
育
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。

七
、
上
記
の
代
牧
区
の
新
入
信
者
の
間
で
、
何
度
も
結
婚
し

た
信
者
が
未
受
洗
時
の
配
偶
者
に
、
創
造
主
に
対
す
る
侮

辱
な
く
同
居
す
る
こ
と
を
望
む
か
を
質
問
す
る
こ
と
が
不

可
能
と
思
え
る
時
、
そ
の
配
偶
者
が
所
在
不
明
で
裁
判
以

外
の
略
式
で
も
合
法
的
に
質
問
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
質

問
を
受
け
て
か
ら
規
定
の
期
限
内
に
自
分
の
意
思
を
示
す

こ
と
を
放
棄
し
た
か
が
確
か
で
あ
る
な
ら
ば
、
未
信
者
に

留
ま
る
配
偶
者
に
対
す
る
法
廷
質
問
を
六
件
に
限
り
免
除

す
る
特
別
権
限
を
、
そ
の
代
牧
区
長
に
与
え（
る
）
30

。

　

以
下
、
初
代
朝
鮮
代
牧
区
長
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
与
え
ら
れ
た

婚
姻
に
関
す
る
特
別
権
限
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

こ
の
特
別
権
限
は
全
一
六
か
条
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
五
条

は
代
牧
区
長
が
有
事
の
際
の
特
別
権
限
の
委
任
に
つ
い
て
で
あ
り
、

第
一
六
条
に
は
特
別
権
限
が
無
償
で
授
与
さ
れ
、
代
価
な
く
執
行

さ
れ
る
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
実
質
上
は
特
別
権

限
に
つ
い
て
一
四
か
条
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

中
で
第
二
条
か
ら
第
七
条
の
六
か
条
が
婚
姻
関
係
で
あ
り
、
半
分

近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

婚
姻
に
関
し
て
は
、
主
に
婚
姻
障
害
、
と
り
わ
け
無
効
障
害
を

免
除
す
る
特
別
権
限
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
見
え
る
。
無
効
障
害

と
は
、
結
ば
れ
た
婚
姻
を
無
効
と
す
る
障
害
を
指
す
。
こ
の
史
料

の
婚
姻
に
関
す
る
条
項
は
、
無
効
障
害
の
中
で
も
布
教
初
期
に
直

面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
婚
姻
障
害
に
対
し
て
特
免
を
与
え
る

特
別
権
限
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
免
を
与
え
る
特

別
権
限
に
ほ
と
ん
ど
場
合
一
五
年
と
い
う
期
限
付
で
あ
り
、
一
部

は
件
数
に
も
制
限
が
あ
る
。
特
免
と
は
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て

教
会
で
制
定
し
た
法
規
の
適
用
の
「
一
時
的
」
除
外
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
り
、
今
回
の
史
料
に
も
制
限
が
付
い
て
い
る
。

　

第
二
条
は
、
信
者
と
未
信
者
の
婚
姻
に
対
し
て
特
免
を
与
え
る

特
別
権
限
で
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
信
者
よ
り
未
信
者
が
多
い
」

一
四
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五　
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異
教
徒
の
地
で
は
、
受
洗
し
た
信
者
が
未
信
者
と
婚
姻
す
る
可
能

性
が
高
い
が
、
そ
れ
は
異
宗
婚
姻
と
な
っ
て
し
ま
う
。
異
宗
婚
姻

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
で
は
無
効
障
害
の
中
で
、
異
宗
障
害
（im

-
pedim

entum
 disparitatis cultus

）
に
該
当
す
る
。
こ
の
障
害

は
信
者
が
未
信
者
と
結
婚
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
婚
姻
を
有
効

に
締
結
す
る
資
格
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
法
上
の

障
害
と
な
る
が
、
正
当
か
つ
合
理
的
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
一
定
の

条
件
の
も
と
で
免
除
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
部
分
的
に
し
か
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
条
件
と
は
、
第
一
に
そ
の
婚
姻
を
結
ぶ
べ

き
重
大
な
理
由
が
あ
り
、
第
二
に
信
者
で
あ
る
当
事
者
が
背
教
の

危
険
を
取
り
去
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
ま
た
自
分
の
す

べ
て
の
子
供
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
受
洗
し
、
教
育
を
受
け
る
よ

う
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、

信
者
で
あ
る
配
偶
者
と
子
供
の
信
仰
を
危
う
く
す
る
よ
う
な
婚
姻

に
は
、
特
免
は
与
え
ら
れ
な（
い
）
31

。

　

こ
こ
で
は
「
特
免
さ
れ
る
べ
き
重
大
な
理
由
が
あ
る
個
別
の
事

例
ご
と
に
」
と
、
具
体
性
に
欠
け
る
曖
昧
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。

そ
の
分
、
特
免
を
与
え
る
際
の
裁
量
を
広
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ（
る
）
32

。
結
婚
後
創
造
主
が
侮
辱
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

と
い
う
重
要
な
前
提
付
で
は
あ
る
が
、
こ
の
特
免
に
よ
っ
て
婚
姻

当
事
者
た
ち
が
自
由
か
つ
合
法
的
に
結
婚
生
活
を
維
持
で
き
、
そ

の
子
供
た
ち
も
合
法
的
子
供
と
宣
言
で
き
る
た
め
と
い
う
目
的
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
は
、
無
効
障
害
と
な
る
血
族
関
係
障

害
（im

pedim
entum

 consanguinitatis

）
と
姻
族
障
害
（im

-
pedim

entum
 affi

nitatis

）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
血
族

関
係
障
害
は
近
親
婚
の
禁
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
姻
族

障
害
は
配
偶
者
の
親
族
と
の
婚
姻
の
禁
止
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
条
は
一
親
等
の
直
系
姻
族
と
の
結
婚
を
、
こ
の
恩
恵
の
知
ら

せ
を
受
け
た
日
ま
で
免
除
す
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
受
洗
し

て
教
会
法
が
適
用
さ
れ
る
以
前
に
結
ん
だ
婚
姻
に
つ
い
て
の
み
特

免
を
与
え
得
る
内
容
で
あ
る
。
第
四
条
は
二
親
等
お
よ
び
一
親
等

の
傍
系
血
族
ま
た
は
姻
族
と
の
婚
姻
で
極
め
て
重
大
な
理
由
が
あ

る
二
〇
件
ま
で
、
第
五
条
は
二
親
等
の
血
族
ま
た
は
姻
族
と
の
結

婚
を
三
〇
件
ま
で
、
そ
の
婚
姻
障
害
を
免
ず
る
こ
と
が
可
能
な
特

別
権
限
で
あ
る
。
第
三
条
以
外
は
一
五
年
の
期
限
付
で
あ
る
。

　

血
族
関
係
と
は
、
同
じ
血
が
流
れ
る
者
同
士
、
す
な
わ
ち
同
じ

始
祖
の
血
筋
を
引
い
た
者
同
士
の
間
に
存
在
す
る
絆
を
い（
う
）
33

。
血

族
は
親
系
と
親
等
に
よ
っ
て
数
え
ら
れ
る
。
親
系
と
は
、
同
じ
始

祖
か
ら
生
ま
れ
た
者
の
連
続
し
た
系
統
で
あ
り
、
一
方
が
他
方
の

系
統
を
ひ
い
て
い
る
場
合
、
直
系
親
と
呼
ば
れ
る
。
同
じ
始
祖
を

持
っ
て
い
る
が
、
一
方
が
他
方
の
系
統
を
ひ
い
て
い
る
の
で
は
な

一
五
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い
場
合
は
、
傍
系
親
と
呼
ば
れ
る
。
各
国
の
実
定
法
で
も
、
直
系

血
族
間
で
は
例
外
な
し
に
、
傍
系
血
族
間
で
は
一
定
の
親
等
範
囲

内
で
の
み
近
親
婚
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
傍
系
姻
族
間
の
近
親
婚

の
禁
止
範
囲
に
は
大
き
な
差
が
あ（
る
）
34

。
一
九
一
七
年
に
公
布
さ
れ

た
『
教
会
法
典
』
に
基
づ
い
た
解
説
で
は
、
傍
系
の
親
等
な
ど
の

数
え
方
に
は
教
会
法
と
世
俗
法
で
異
な
り
、
日
本
民
法
に
お
け
る

も
の
と
も
異
な
る
と
あ
る
。
教
会
法
で
は
兄
弟
姉
妹
は
一
親
等
と

あ
り
、
祖
父
母
を
同
じ
く
す
る
従
兄
弟
同
士
は
二
親
等
と
あ
る
が
、

民
法
で
は
各
々
二
親
等
と
四
親
等
と
し
て
い（
る
）
35

。
と
こ
ろ
が
、
一

九
八
三
年
公
布
の
現
行
『
新
教
会
法
典
』
を
基
に
し
た
指
針
書
に

よ
る
と
、
兄
弟
姉
妹
は
二
親
等
、
従
兄
弟
同
士
は
四
親
等
と
の
説

明
が
あ
り
、
親
等
の
数
え
方
が
日
本
民
法
と
同
様
に
な
り
変
化
が

窺
え（
る
）
36

。
そ
の
た
め
、
こ
の
史
料
の
親
等
の
扱
い
方
に
は
少
し
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
に
お
け
る
規
定
を
み
る
と
、
一
五
六
三
年

の
第
二
四
総
会
に
て
、
親
等
の
表
記
は
な
い
も
の
の
、
聖
書
の

「
レ
ビ
記
」
第
一
八
章
に
記
さ
れ
て
い
る
血
族
ま
た
は
姻
族
の
親

等
が
婚
姻
の
契
約
を
無
効
に
す
る
旨
が
確
認
さ
れ
て
い（
る
）
37

。「
レ

ビ
記
」
第
一
八
章
の
内
容
は
親
族
お
よ
び
姻
族
と
の
結
合
に
関
す

る
戒
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
母
、
継
母
、
姉
妹
、
孫
、
異
母
姉

妹
、
父
母
の
姉
妹
、
父
の
兄
弟
の
妻
、
息
子
の
妻
、
兄
弟
の
妻
、

愛
人
の
娘
や
孫
、
妻
の
姉
妹
が
そ
の
対
象
で
あ
る
。
ト
リ
エ
ン
ト

公
会
議
の
法
規
が
一
五
八
二
年
の
『
教
会
法
大
典
』
に
纏
め
ら
れ
、

一
九
一
七
年
の
『
教
会
法
典
』
の
発
布
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
史
料
の
第
三
条
に
は
、
一
親
等
の
直
系
姻
族
と
の
結
婚
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、
姻
族
障
害
と

し
て
直
系
は
親
等
を
問
わ
ず
禁
止
し
て
い
る
。
一
親
等
の
直
系
姻

族
と
は
、
配
偶
者
の
親
か
子
供
と
結
婚
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に

対
す
る
特
免
を
意
味
す
る
。

　

第
四
条
は
、
二
親
等
お
よ
び
一
親
等
の
傍
系
血
族
ま
た
は
姻
族

と
の
婚
姻
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
条
で
は
、
二

親
等
の
血
族
ま
た
は
姻
族
と
の
婚
姻
障
害
に
対
し
て
特
免
を
与
え

る
内
容
で
あ
る
。
教
会
の
規
定
で
は
、
直
系
は
親
等
を
問
わ
ず
、

傍
系
は
三
親
等
ま
で
相
互
に
有
効
に
婚
姻
を
結
べ
ず
、
直
系
、
傍

系
一
親
等
（
例
え
ば
兄
妹
）
に
は
そ
の
血
族
関
係
の
疑
わ
し
き
場

合
に
も
特
免
を
与
え
な
い
。
ま
た
、
姻
族
障
害
で
は
、
配
偶
者
の

直
系
は
親
等
を
問
わ
ず
、
ま
た
傍
系
二
親
等
ま
で
婚
姻
を
無
効
に

す
る
。
配
偶
者
の
死
後
も
、
亡
く
な
っ
た
人
の
直
系
姻
族
と
の
姻

族
関
係
は
続
く
。
従
っ
て
、
教
会
法
に
よ
れ
ば
妻
を
失
っ
た
夫
は
、

亡
妻
の
母
、
娘
、
姉
妹
、
姪
と
は
有
効
に
婚
姻
を
結
び
得
な
い
。

妻
と
夫
の
血
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ（
る
）
38

。
ト
リ
エ
ン

ト
公
会
議
で
取
り
上
げ
た
「
レ
ビ
記
」
の
記
述
に
近
い
内
容
で
あ

一
六
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。
た
だ
し
、
前
記
史
料
の
第
五
条
に
は
結
婚
し
た
か
予
定
の
配

偶
者
が
一
親
等
の
血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た
る
可
能
性
が
決
し
て

な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
書
き
加
え
て
い
る
。

　

以
上
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
史
料
の
特
免
は
か
な
り
踏
み
込
ん

だ
内
容
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
り
わ
け
第
三
条
に
あ
る
一
親
等

の
直
系
姻
族
、
す
な
わ
ち
配
偶
者
の
親
か
子
供
と
結
婚
し
た
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
に
対
す
る
特
免
は
破
格
の
内
容
で
あ
る
ゆ
え
に
、
こ

の
教
会
法
上
の
障
害
を
知
ら
さ
れ
た
以
前
の
婚
姻
に
対
し
て
の
み
、

し
か
も
当
事
者
と
の
直
接
の
血
縁
関
係
が
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る

但
し
書
き
の
制
限
を
付
け
加
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
な
ら

ば
特
免
を
与
え
ら
れ
な
い
驚
き
の
内
容
と
言
え（
る
）
39

。
し
か
も
、
傍

系
に
つ
い
て
は
合
法
と
記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
姻
族
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
再
婚
か
少
な
く
と
も

死
別
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
再
婚
の
場
合
に
は

後
述
す
る
前
婚
障
害
に
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
第
五
条
で
は
す
で
に
婚
姻
済
み
の
相
手
も

含
め
て
一
親
等
の
血
族
ま
た
は
姻
族
に
あ
た
る
可
能
性
が
決
し
て

な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
三
条
で
は
改
宗

前
に
結
ば
れ
た
婚
姻
と
い
う
前
提
を
置
き
な
が
ら
も
そ
れ
に
対
す

る
特
免
措
置
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
新
し
い
布
教
地
に
お
い
て
特
免
を
与

え
る
際
の
裁
量
を
広
げ
る
た
め
の
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

朝
鮮
布
教
の
た
め
に
、
ま
だ
朝
鮮
入
り
し
て
い
な
い
初
代
代
牧

区
長
に
与
え
ら
れ
た
特
別
権
限
の
中
で
近
親
婚
に
関
す
る
条
項
が

三
つ
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
他
の
地
域
に
お
け
る
布
教
上
の
問
題
の

中
で
、
近
親
婚
に
関
す
る
も
の
が
重
大
事
案
だ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
安
南
人
」
と
い
う
表
記
が
見
え
る

こ
と
か
ら
も
、
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
の
布
教
事
情
が
勘
案
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
一
六
・
一
七
世
紀
の
日
本
や
中
国
の
婚
姻
に
関
す
る

議
論
で
は
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

第
六
条
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
未
信
者
と
結
婚
す
る
場
合
、

教
会
の
規
定
と
は
関
係
な
く
教
会
の
権
限
外
で
結
婚
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
た
め
の
特
免
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
〇
件
に
限
り
、

一
五
年
の
期
限
付
で
特
免
を
与
え
る
権
限
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
五
六
三
年
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
第
二
四
総
会
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
最
高
権
威
者
が
提
示
し
た
婚
姻
に
関
す
る
教
理
が
確
立
さ

れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
教
会
の
婚
姻
と
し
て
、
主
任
司
祭
お
よ
び

二
人
な
い
し
三
人
の
証
人
の
臨
席
な
し
に
行
な
わ
れ
た
婚
姻
を
無

効
と
す
る
内
容
の
タ
メ
ッ
ト
シ
教
令
が
含
ま
れ
て
い（
た
）
40

。
婚
姻
の

有
効
性
の
た
め
に
教
会
の
面
前
で
の
挙
式
を
無
効
制
裁
の
措
置
を

も
っ
て
義
務
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
的
有
効
要
件
は
、
ト

一
七
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リ
エ
ン
ト
公
会
議
に
よ
っ
て
初
め
て
導
入
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ（
た
）
41

。
公
会
議
の
決
定
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
実
施
に
は
大

き
な
困
難
を
伴
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
は
主

と
し
て
婚
姻
挙
式
に
お
け
る
主
任
司
祭
と
証
人
の
立
ち
合
い
を
規

定
し
た
こ
の
タ
メ
ッ
ト
シ
教
令
の
遵
守
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
日

本
お
よ
び
中
国
布
教
に
お
い
て
も
大
き
な
困
難
と
し
て
認
識
さ
れ
、

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
こ
の
遵
守
を
め
ぐ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
諮
問

し
て
お
り
、
一
六
一
二
年
に
日
本
司
教
ル
イ
ス
・
セ
ル
ケ
イ
ラ
は
、

司
教
の
権
限
を
も
っ
て
こ
の
事
例
に
特
化
し
た
特
免
を
長
崎
に
お

い
て
発
布
し
て
い（
る
）
42

。
タ
メ
ッ
ト
シ
教
令
に
対
す
る
特
免
は
、
日

本
布
教
時
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
な
ど
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
が

強
く
望
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
最
終
的
に
ロ
ー
マ
教

皇
に
よ
る
特
免
の
発
布
を
も
っ
て
、
婚
姻
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
。
今
回
の
史
料
で
は
、
約
二
世
紀
後
の
布
教
聖

省
主
導
の
海
外
宣
教
に
お
い
て
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
布
教
が
行
な

わ
れ
る
以
前
に
、
か
つ
て
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
望
ん
だ
解
決
策

が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
、
特
免
を
与

え
る
条
件
と
し
て
、
信
者
の
信
仰
に
背
く
危
険
性
が
な
く
、
子
供

を
全
員
受
洗
さ
せ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
如
何
な

る
妨
げ
も
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
と
い
う
未
信
者
と
の
婚
姻
に

対
す
る
教
会
の
大
事
な
原
則
は
付
記
し
て
い
る
。

　

第
七
条
は
、
前
婚
障
害
（im

pedim
entum

 vinculi

）
に
つ
い

て
で
あ
る
。
何
度
も
結
婚
し
た
信
者
が
未
信
者
時
の
配
偶
者
に
対

し
て
法
廷
質
問
を
行
な
う
こ
と
を
六
件
に
限
り
免
除
す
る
特
別
権

限
を
与
え
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
実
は
こ
の
内
容
は
、「
パ

ウ
ロ
の
特
権
」
お
よ
び
教
皇
令
「
ポ
プ
リ
ス
・
ア
ッ
ク
・
ナ
チ

オ
ー
ニ
ブ
ス
」
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
は
、
婚
姻
を
秘
蹟
で
あ
る
と
同
時
に
契
約
で
あ
る
と
し
、

異
教
徒
の
婚
姻
も
有
効
と
定
め
て
い
た
。
一
二
世
紀
末
か
ら
一
三

世
紀
初
め
に
か
け
て
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
に
よ
り
、

未
信
者
間
の
婚
姻
は
教
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

が
真
の
結
婚
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
離
婚
歴
の
あ
る
者
は
改
宗
に

あ
た
っ
て
最
初
の
婚
姻
関
係
に
戻
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
最

初
の
結
婚
相
手
の
生
存
中
に
再
婚
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
正
式
に

確
認
さ
れ（
た
）
43

。
こ
の
前
婚
障
害
は
婚
姻
の
基
本
的
特
性
で
あ
る
単

一
性
と
不
解
消
性
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
如
何
な
る

理
由
で
も
教
会
は
特
免
を
与
え
な（
い
）
44

。
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た

信
者
の
改
宗
前
の
婚
姻
関
係
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
か
は
、

日
本
や
中
国
布
教
に
お
い
て
も
す
で
に
重
要
な
問
題
と
し
て
頻
繁

に
議
論
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

教
会
が
未
信
者
間
に
結
ば
れ
た
結
婚
の
絆
の
解
消
を
容
認
す
る

一
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例
外
的
措
置
と
し
て
は
、「
パ
ウ
ロ
の
特
権
」
が
あ
る
。
こ
れ
は

聖
書
の
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
に
依
拠
し
た
概
念
で
あ（
り
）
45

、
未
信
者
が

信
者
で
あ
る
配
偶
者
の
信
仰
を
妨
げ
ず
に
共
に
暮
ら
す
意
思
が
な

い
場
合
、
教
会
が
そ
の
離
婚
を
認
め
て
他
の
信
者
と
の
再
婚
を
許

す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
適
用
に
は
、
未
信
者
の
中
の
一
方

が
す
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
、
相
手
の
意
思
を
質
す
こ
と
が

前
提
と
な
る
。
パ
ウ
ロ
の
特
権
に
関
し
て
ロ
ー
マ
教
皇
よ
り
出
さ

れ
た
重
要
な
特
免
の
ひ
と
つ
に
、
一
五
八
五
年
に
教
皇
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
一
三
世
に
よ
る
教
皇
令
「
ポ
プ
リ
ス
・
ア
ッ
ク
・
ナ
チ
オ
ー

ニ
ブ
ス
」
が
あ（
る
）
46

。「
パ
ウ
ロ
の
特
権
に
つ
い
て
」
と
い
う
副
題

が
つ
い
て
い
る
こ
の
教
皇
令
は
、
異
教
徒
の
布
教
地
で
未
信
者
時

に
結
婚
し
た
者
が
、
そ
の
配
偶
者
に
創
造
主
を
侮
辱
す
る
こ
と
な

く
同
居
す
る
こ
と
を
望
む
か
ど
う
か
を
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
、
教
区
長
お
よ
び
主
任
司
祭
に
そ
の
質
問
を
免
除
す
る

権
限
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
信
者
に
な
っ
た

当
事
者
は
、
未
信
者
の
配
偶
者
が
生
存
し
て
い
て
も
、
教
会
に
お

い
て
新
た
に
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
内
容

を
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
対
し
て
、
六
件
と
い
う
件
数
の
制
限
は

あ
る
も
の
の
、
朝
鮮
に
お
い
て
適
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
離
婚
問
題
は
一
六
・
一
七
世
紀
に
日
本
や
中
国
に
お

い
て
宣
教
師
た
ち
が
布
教
の
最
大
の
障
害
と
表
現
す
る
ほ
ど
解
決

困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
宣
教
師
た
ち
は
上
記
の
教
皇
令

が
日
本
や
中
国
に
も
適
用
で
き
る
措
置
を
望
み
、
そ
れ
を
訴
え
て

い
た
。
彼
ら
が
強
く
望
ん
で
い
た
解
決
策
が
、
こ
こ
で
も
布
教
地

に
入
る
前
に
す
で
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
史
料
に
は
、
婚
姻
に
関
す
る
項
目
の
他
に
、
ラ
テ
ン
語
の

文
法
を
理
解
で
き
な
い
候
補
者
を
司
祭
に
叙
階
で
き
る
こ
と
や
、

ラ
テ
ン
語
が
上
手
で
は
な
い
現
地
人
司
祭
が
ミ
サ
や
洗
礼
を
挙
行

す
る
際
に
便
宜
を
図
る
内
容
の
特
免
、
代
牧
区
長
が
亡
く
な
っ
た

際
に
臨
時
に
特
別
権
限
の
委
任
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
中
に
は
七
年
か
ら
一
五
年
ま
で
の
期
限
や
件
数
の
限
定

が
付
い
て
お
り
、
婚
姻
に
関
す
る
条
項
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
一
五

年
の
期
限
が
付
い
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
史
料
の
終
わ
り
の
部
分
に
、「
一
八
三
二
年
一

〇
月
二
一
日
に
受
け
取
っ
た
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
に
付
記

が
続
い
て
い
る
。
本
文
と
は
違
っ
て
こ
の
部
分
は
墨
ら
し
き
も
の

で
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
、
筆
跡
も
明
ら
か
に
本
文
と
は
異
な
る
人

物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
受
け
取
っ
た
」
と
書
い

た
の
は
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な

い
が
、
そ
こ
に
彼
の
署
名
は
な
い
。
そ
の
後
は
文
末
に
、
特
別
権

限
の
行
使
可
能
な
期
間
の
計
算
と
そ
の
延
長
申
請
な
ど
、
事
務
的

内
容
の
記
載
が
あ
る
。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
本
人
の
記
載
す
べ
き
内

一
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容
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。

　

ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
に
与
え
ら
れ
た
特
別
権
限
は
、
朝
鮮
社
会
の

実
状
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア

地
域
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
本
人
は
朝
鮮
半
島
へ
の
入
国
す
ら
果
た
し
て
お
ら
ず
、
結

局
朝
鮮
へ
向
か
う
途
中
に
中
国
で
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮

の
信
者
か
ら
聖
職
者
派
遣
の
要
請
が
北
京
司
教
や
ロ
ー
マ
に
届
い

て
は
い
た
が
、
婚
姻
問
題
な
ど
の
実
状
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
は
考

え
難
い
。
従
っ
て
、
こ
の
史
料
の
内
容
は
、
朝
鮮
の
婚
姻
の
実
状

を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
布
教
と
は
乖
離
し
た
内
容
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
史
料
に
は
、
そ
れ
以
前
に
布

教
が
行
な
わ
れ
て
い
た
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド
・
コ
ー
チ
ン
シ
ナ

な
ど
の
状
況
が
投
影
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
む
す
び

　

以
上
は
、
朝
鮮
地
域
を
独
立
し
た
代
牧
区
と
し
て
北
京
教
区
か

ら
分
離
さ
せ
た
う
え
で
、
布
教
上
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
特

別
権
限
と
し
て
初
代
代
牧
区
長
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

婚
姻
に
関
す
る
条
項
に
は
、
主
と
し
て
婚
姻
を
無
効
に
す
る
無

効
障
害
を
特
免
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
特
別
権
限
に

婚
姻
に
関
す
る
も
の
が
最
多
項
目
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
一

六
・
一
七
世
紀
の
日
本
お
よ
び
中
国
布
教
と
同
様
に
、
婚
姻
問
題

が
布
教
地
で
如
何
に
重
要
な
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
の
表
れ

で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
ま
だ
朝
鮮
入
り
し
て
い
な
い
初
代
代
牧
区
長
に
与
え

ら
れ
た
特
別
権
限
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
婚
姻
を
反
映
し
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
実
状
と
は
乖
離
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
記
載
さ
れ

た
日
付
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
朝
鮮
を
意
識
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
を
範
囲
に
含
む
と
追
認
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
親
婚
に
関
す
る
条
項
が
三
つ
も
あ
る

こ
と
は
、
布
教
上
の
問
題
の
中
で
、
近
親
婚
に
関
す
る
も
の
が
重

大
な
事
案
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
安
南
人
」
と
い
う
表

記
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
事
情
が
勘
案
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
従
っ
て
、
こ
の
史
料
は
朝
鮮
に
お
け
る
婚
姻
で
は
な

く
、
中
国
・
日
本
・
コ
ー
チ
ン
シ
ナ
な
ど
の
地
域
の
婚
姻
か
ら
説

き
起
こ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
六
・
一
七
世
紀
の
日
本
や
中
国
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教

師
た
ち
の
婚
姻
問
題
に
関
す
る
議
論
と
そ
の
努
力
を
考
え
れ
ば
、

約
二
世
紀
も
の
間
に
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
状
況
が
変
化
し
、
教
会

内
の
特
免
授
与
の
状
況
が
緩
和
さ
れ
て
い
た
印
象
を
受
け
る
。
か

つ
て
日
本
お
よ
び
中
国
布
教
の
際
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
解
決

策
を
模
索
し
望
ん
で
い
た
婚
姻
に
関
す
る
特
免
が
、
一
九
世
紀
に

二
〇
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は
布
教
地
入
り
前
の
朝
鮮
代
牧
区
長
に
対
し
て
か
な
り
踏
み
込
ん

だ
形
で
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
以
前
は
修
道
会
中
心
の
海
外

布
教
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
一
六
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
布
教

聖
省
が
海
外
布
教
に
積
極
的
に
介
入
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
布
教

を
め
ぐ
る
方
針
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
婚

姻
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
六
・
一
七
世
紀
の
日
本
お
よ
び
中
国

に
お
け
る
布
教
方
針
が
形
を
変
え
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、

朝
鮮
布
教
で
は
完
全
に
別
の
段
階
に
入
っ
た
印
象
す
ら
あ
る
。
パ

リ
外
国
宣
教
会
に
よ
っ
て
朝
鮮
布
教
が
本
格
的
に
始
ま
ろ
う
と
し

た
頃
に
は
布
教
地
入
り
の
前
か
ら
解
決
策
が
与
え
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
六
・
一
七
世
紀
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
が
日
本
や
中

国
の
布
教
に
お
い
て
大
き
な
障
害
で
あ
る
と
認
識
し
た
婚
姻
問
題

の
焦
点
は
、
異
宗
婚
姻
、
離
婚
問
題
に
関
連
し
た
前
婚
障
害
、
そ

し
て
教
会
に
お
け
る
挙
式
を
定
め
た
タ
メ
ッ
ト
シ
教
令
の
遵
守
に

あ
っ
た
。
今
回
の
史
料
で
、
布
教
初
期
の
朝
鮮
に
お
い
て
同
様
の

内
容
が
布
教
の
障
害
と
な
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
す
で
に
そ
れ
に
対
す
る
特
免
を
用
意
し

て
い
た
こ
と
は
、
布
教
の
初
期
段
階
に
お
け
る
婚
姻
問
題
の
核
心

が
実
は
共
通
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
異
宗
婚
姻
、
教
会
式

に
よ
ら
な
い
挙
式
、
そ
し
て
パ
ウ
ロ
の
特
権
に
関
す
る
問
題
に
対

し
て
特
免
が
与
え
ら
れ
た
点
で
、
問
題
の
認
識
に
あ
る
程
度
の
共

通
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

全
体
と
し
て
、
教
会
法
の
遵
守
の
視
点
か
ら
見
る
と
か
な
り

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
内
容
で
あ
り
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
面
も
存
在
す
る
が
、
こ
の
内
容
が
新
布
教
地
の
諸
地
域
に
発
布

さ
れ
た
も
の
に
由
来
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
意
外
と
よ
く
計
算
し
用

意
さ
れ
た
文
面
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は

想
定
外
の
婚
姻
事
例
が
あ
る
中
で
も
、
布
教
地
の
責
任
者
の
裁
量

に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
よ
く
練
り
込
ま
れ
た
文

章
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

実
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
一
六
か
条
の
特
別
権
限
の
他
に
、
同

日
付
で
二
九
か
条
の
特
別
権
限
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
活
字

の
史
料
が
あ（
る
）
47

。
し
か
し
、
こ
れ
は
印
刷
史
料
で
あ
る
と
い
う
形

態
上
の
相
違
点
が
あ
る
う
え
、
一
八
七
七
年
に
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
全
代
牧
区
長
に
対
し
て
ほ
ぼ
同
一
の
文
面
の
特
別
権
限
が
発
布

さ
れ
て
い
る
の（
で
）
48

、
こ
れ
が
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
な
の
か
、
そ

も
そ
も
最
初
の
発
布
が
い
つ
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
も
、

ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
が
こ
の
史
料
を
確
認
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な

い
。
そ
の
た
め
、
今
回
取
り
上
げ
た
史
料
と
の
単
純
比
較
は
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
教
皇
庁
関
係
の
他
の
史
料
と
の
綿

密
な
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

二
一
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）　

安
廷
苑
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』
教
文
館
、
二
〇
一

二
年
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮
と
韓
国
の
呼
称
に
関
し
て
、
朝

鮮
王
朝
時
代
の
出
来
事
に
は
朝
鮮
を
使
用
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お

き
た
い
。

（
2
）　

조
현
범
（
趙
顕
範
）「
특
별
권
한
（Facultates

）
연
구
：
브

뤼
기
에
르 
주
교
의 

경
우
를 

중
심
으
로
」『
교
회
사
연
구
』
제
三
八

집
、
二
〇
一
二
。
趙
氏
は
教
会
法
の
歴
史
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ

と
を
試
み
て
い
る
が
、
本
稿
が
提
示
す
る
疑
問
は
残
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。

（
3
）　

以
下
、
浅
見
雅
一
・
安
廷
苑
『
韓
国
と
キ
リ
ス
ト
教
―
―
い
か

に
し
て
“
国
家
的
宗
教
”
に
な
り
え
た
か
―
―
』
中
公
新
書
、
二

〇
一
二
年
、
六
〇
～
六
七
頁
。

（
4
）　Charles D

allet, H
istoire de lʼE

glise de Corée, vol‌. 1, 
Paris, 1874, p. 81. 

四
千
人
と
い
う
信
者
数
は
、
朝
鮮
の
情
報
に

関
す
る
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
報
告
に
も
見
え
る
（A

nnales de 
lʼA

ssociation de la Propagation de la Foi, Janvier, 1833, 
N

o. X
X

X
I, Lyon, p. ‌563

）。
ダ
レ
は
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
の
報
告

を
参
照
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
両
者
は
共
通
の
根
拠
を
持
つ

と
考
え
ら
れ
る
。
朝
鮮
の
信
者
か
ら
の
情
報
と
推
測
さ
れ
る
。  

（
5
）　

川
村
信
三
「
二
〇
世
紀
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
史
」
イ
エ
ズ
ス
会
日

本
管
区
編
『
一
〇
〇
年
の
記
憶
―
イ
エ
ズ
ス
会
再
来
日
か
ら
一
世

紀
』
南
窓
社
、
二
〇
〇
八
年
、
所
収
。

（
6
）　

浅
見
雅
一
・
安
廷
苑
『
韓
国
と
キ
リ
ス
ト
教
』
七
二
～
七
四
頁
。

（
7
）　

ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
司
教
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。『
한
국

가
톨
릭
대
사
전
』
한
국
교
회
사
연
구
소
、
一
九
九
七
、
三
七
三
五

～
三
七
三
八
쪽
。

（
8
）　A
M

EP, v. 579. ff. 81-83.

（
9
）　

フ
ァ
ク
ル
タ
ス
と
は
、
よ
り
高
位
の
長
上
に
属
し
て
い
る
一
定

の
裁
治
権
ま
た
は
祝
別
行
為
の
行
使
を
教
会
長
上
よ
り
下
級
者
に

特
別
権
限
と
し
て
認
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
教
会
の
委
任
権
限
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。
教
皇
庁
は
す
で
に
一
三
世
紀
以
来
、
特
に
異

教
地
の
宣
教
師
に
特
別
権
限
を
与
え
て
き
た
。（
上
智
大
学
・
独
逸

ヘ
ル
デ
ル
書
肆
共
編
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅳ
、
冨
山
房
、
一

九
五
四
年
、
三
九
八
～
三
九
九
頁
）。
し
か
し
、
一
六
・
一
七
世
紀

の
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
の
婚
姻
に
関
す
る
特
免
発
布
の
要

請
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
発
布
が
広
が
り
を
見
せ
る
の
は
、
海

外
布
教
に
関
す
る
布
教
聖
省
の
積
極
的
な
介
入
以
降
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
で
は
フ
ァ
ク
ル
タ
ス
を

「
特
別
権
能
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
特
別
権
限
」
と

す
る
。

（
10
）　
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅲ
、
一
九
五
二
年
、
七
三
五
頁
。

（
11
）　

前
掲
趙
顕
範
論
文
で
、
趙
氏
は
、
七
月
一
七
日
に
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
に
特
別
権
限
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の

史
料
と
同
内
容
の
教
皇
庁
文
書
を
確
認
し
た
と
し
て
い
る
（
趙
、

前
掲
論
文
、
五
六
頁
）。
し
か
し
、
提
示
さ
れ
た
註
を
も
っ
て
し
て

も
、
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。
趙
氏
が
教
皇
庁
文
書
と
し
て
い
る

註
の
文
書
は
実
際
に
は
布
教
聖
省
の
文
書
を
指
し
て
い
る
が
、
布

教
聖
省
文
書
館
か
ら
は
該
当
な
し
と
い
う
回
答
を
受
け
た
。

（
12
）　SO

CP, vol. 76, f. 23r. 

（
13
）　SO

CP, vol. 76, f. 23v.

（
14
）　A

M
EP, vol. 579, f. 82.



朝
鮮
代
牧
区
の
設
定
と
婚
姻
の
特
免

）

二
三　
（
二
三

（
15
）　SO

CP, vol. 76, f. 23v.
（
16
）　A

M
EP, v. 579. f. 83.

（
17
）　A

M
EP, v. 579. f. 83bis.

（
18
）　Collectanea Constitutionum

, D
ecretorum

, Indultorum
 

ac Instructionum
 Sanctae Sedis ad usum

 O
perariorum

 
A

postolicorum
 Societatis M

issionum
 ad E

xteros, Parisiis : 
T

ypis Georges Cham
erot, 1880, p. 398.

（
19
）　Congregazione per lʼEvangelizzazione dei Popoli, A

r-
chivio Storico: Fondo U

dienze, V
ol. 77, f. 76.

（
20
）　Bullarium

 Pontificium
 Sacrae Congregationis de Pro-

paganda Fide, t. 5, Rom
ae, 1841, p. 69.

（
21
）　

例
え
ば
、
一
八
三
四
年
一
月
二
〇
日
、
山
西
発
書
簡

（Procura: M
acao-H

ongkong, v. 20, f. 163.

）。

（
22
）　

一
八
三
三
年
四
月
二
〇
日
、
福
建
発
、
経
理
担
当
神
父
宛
書
簡

（Procura: M
acao-H

ongkong, v. 20, f. ‌151
）。

（
23
）　Procura: M

acao-H
ongkong, v. 20, f. ‌152. 

（
24
）　Fondo U

dienze, V
ol. 77, f. 76.

（
25
）　

阿
南
成
一
「
自
然
法
と
婚
姻
―
婚
姻
の
不
解
消
を
中
心
に
」

（『
法
哲
学
年
報
』
一
九
七
二
年
）
お
よ
び
安
廷
苑
『
キ
リ
シ
タ
ン

時
代
の
婚
姻
問
題
』
を
参
照
の
こ
と
。

（
26
）　

教
会
法
に
お
い
て
、
婚
姻
成
立
の
実
質
的
有
効
要
件
に
相
当
す

る
も
の
は
、
両
当
事
者
の
婚
姻
意
志
な
ら
び
に
神
法
上
お
よ
び
純

教
会
制
定
法
上
の
婚
姻
の
無
効
障
害
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

現
行
教
会
法
典
で
は
無
効
障
害
だ
け
を
規
定
し
、
禁
止
障
害
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、
一
九
四
〇
年
、
三

一
三
～
三
一
六
頁
。
枝
村
茂
「
カ
ト
リ
ッ
ク
婚
姻
法
に
お
け
る
世

俗
性
と
宗
教
性
」、『
宗
教
法
』
第
一
四
号
、
一
九
九
五
年
、
二
六

三
頁
。

（
27
）　

詳
し
く
は
、
安
廷
苑
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』
を
参

照
の
こ
と
。

（
28
）　
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、
三
一
三
頁
。

（
29
）　A

M
EP. v. 579, ff. 81-83bis. 

な
お
、
こ
の
史
料
の
内
容
は

정
양
모･

윤
종
국
옮
김
『
브
뤼
기
에
르 

주
교 

서
한
집
』
가
톨
릭

출
판
사
、
二
〇
〇
七
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
編
集
の
手
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
ラ
テ
ン
語
原
文
か
ら
訳
出
し
た
。

（
30
）　A

M
EP, v. 579. ff. 81-82. 

（
31
）　

枝
村
茂
「
カ
ト
リ
ッ
ク
婚
姻
法
に
け
る
世
俗
性
と
宗
教
性
」
二

六
四
～
二
六
五
頁
。『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、
三
一
四
頁
。

（
32
）　

こ
れ
よ
り
以
前
、
日
本
に
お
い
て
は
、
一
五
九
〇
年
イ
エ
ズ
ス

会
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
、
日
本
の
社
会
に
お
け
る
異
宗
婚

姻
の
不
可
避
性
を
具
体
的
に
訴
え
て
い
た
。
安
廷
苑
『
キ
リ
シ
タ

ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』
八
八
～
九
三
頁
。

（
33
）　

田
中
昇
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
婚
姻
―
司
牧
の
課
題
と

指
針
』
教
友
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
六
一
～
一
六
三
頁
。

（
34
）　

阿
南
成
一
「
自
然
法
と
婚
姻
」
一
一
八
頁
。

（
35
）　
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、
三
一
五
頁
。

（
36
）　

田
中
昇
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
婚
姻
』
一
六
一
～
一
六

二
頁
。

（
37
）　

デ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
編
、
浜
寛
五
郎
訳
『
改
訂
版
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
文
書
資
料
集
』
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
八
二
年
、
三
一
二
頁
。

「
レ
ビ
記
」
第
一
八
章
第
六
～
一
八
節
。

（
38
）　
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、
三
一
五
頁
。『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

二
四　
（
二
四

法
典
』
有
斐
閣
、
一
九
六
二
年
、
第
一
〇
七
六
～
一
〇
七
七
条
。

（
39
）　

教
会
は
直
系
姻
族
、
す
な
わ
ち
配
偶
者
の
一
方
の
父
母
や
子
と

の
婚
姻
に
は
、
配
偶
者
間
に
か
つ
て
夫
婦
関
係
が
結
ば
れ
な
か
っ

た
場
合
の
他
は
特
免
を
与
え
な
い
（『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、

三
一
五
頁
）。

（
40
）　
「
主
任
司
祭
、
あ
る
い
は
主
任
司
祭
ま
た
は
教
区
長
か
ら
委
任

を
受
け
た
司
祭
と
、
二
人
な
い
し
三
人
の
証
人
の
前
以
外
で
結
婚

を
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
公
会
議
は
、
こ
の
よ
う
な
契
約

を
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
、
こ
の
教
令
に
よ
っ
て
無
効
な
も
の
と

す
る
」（
デ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
編
『
改
訂
版
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資

料
集
』
三
一
四
頁
。Conciliorum

 O
ecum

enicorum
 D

ecreta, 
Bologna: Istituto per les Scienze Religiose, 1973, p. 756, 
D

ecrees of the E
cum

enical Councils, II, N
. T

anner ed., 
London &

 W
ashington D

C
: G

eorgetow
n U

niversity 
Press, 1990, p. ‌756

）。
現
行
教
会
法
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て

い
る
（『
カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
、
第

一
一
〇
八
条
）。

（
41
）　

枝
村
茂
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
に
お
け
る
婚
姻
の
形
式
的
有
効

要
件
と
そ
の
史
的
背
景
」、『
宗
教
法
』
第
三
号
、
一
九
八
五
年
、

三
四
頁
。

（
42
）　

安
廷
苑
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問
題
』
第
二
章
お
よ
び
第

三
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
43
）　Q

uanto te m
agis, 

一
一
九
九
年
五
月
一
日
（
デ
ン
ツ
ィ
ン

ガ
ー
編
『
改
訂
版
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』
一
七
三
～
一

七
四
頁
）。Gaudem

us in D
om

ino, 

一
二
〇
一
年
初
め
（
同
書
、

一
七
八
～
一
七
九
頁
）。
な
お
、
こ
の
事
項
は
一
五
六
三
年
一
一
月

一
一
日
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
第
二
四
総
会
に
お
い
て
も
確
認
さ

れ
た
（Conciliorum

, pp. 754-755. D
ecrees, pp. 754-755. 

デ

ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
編
『
改
訂
版
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』
三

一
三
頁
）。

（
44
）　
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
Ⅱ
、
三
一
四
頁
。

（
45
）　
「
信
者
で
な
い
相
手
が
離
れ
て
い
く
な
ら
、
去
る
に
ま
か
せ
な

さ
い
」（「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
Ⅰ
」
第
七
章
第
一
五
節
）。

（
46
）　

デ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
編
『
改
訂
版
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料

集
』
三
三
〇
頁
。

（
47
）　A

M
EP, v. 579. ff. 84~87.

（
48
）　Collectanea. pp. 18-20.


